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【著者略歴】1941 年、大阪市生まれ。大阪市立大学文学部中国学科卒業。京都大学大学院博士後
期課程中退。京都大学助手、東北大学助教授、大阪市立大学教授、大東文化大学教授、四川大学
教授を歴任。現在、大阪市立大学名誉教授。文学博士。専攻は中国思想史、東アジア比較文化論。
著書に、『人類の知的遺産 19 朱子』（講談社。のち『朱子伝』平凡社ライブラリー）、『中国の人
と思想 7 王安石　濁流に立つ』（集英社）、『中国人のトポス　洞窟・風水・壺中天』（平凡社選書。
のち『風水中国人のトポス』平凡社ライブラリー）、『気の中国文化　気功・養生・風水・易』（創
元社）、『朱子と気と身体』（平凡社）、『不老不死という欲望　中国人の夢と実践』（人文書院）、『風
水・暦・陰陽師　中国文化の辺縁としての沖縄』（榕樹書林）。訳注書に、『中国文明選 3 朱子集』（吉
川幸次郎と共著、朝日新聞社。のち『「朱子語類」抄』講談社学術文庫）、車柱環著『朝鮮の道教』
（共訳、人文書院）、『鑑賞中国の古典第 1巻　易経』（角川書店。のち『中国の古典易経』角川ソフィ
ア文庫）、姜生著『道教と科学技術』『漢帝国の遺産道教の勃興』（ともに東方書店）などがある。
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